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ます。皆様の健康と成功を祈念し、
今年も当協会のご支援をどうかよろ
しくお願いいたします。
米村淳平

明けましておめでとうございます。昨年は、日本だ
けでなく世界中で困難を抱える1年でした。海外どこ
ろか、自宅から出ることもままならないような時
期もありました。でも、外出自粛や在宅勤務などを
経験し、日々の暮らしや地域のことなど身近なこと
から、地球の未来についてまでも考
える時間となったような気がします。
この経験はマイナスだけでなく、
必ずプラスになると思います。皆さ
んと「新しい地球」に向けて取り組
める一年になるといいなと願ってい
ます。 橋口恵利子

あけましておめでとうございます。2020年は、
帰国、引っ越し、新しい職場、そしてコロナ禍
の新しい生活様式と、新しいことだらけの1年で
した。戸惑うこともありましたが、様々な学び
もありました。今年は昨年の経験を糧に、一層
豊かな１年にしていきたいと
思っております。皆様におかれ
ましても良い1年となりますよ
うに。今年もどうぞよろしくお
願いいたします。 浦越未来

新年あけましておめでとうございます！
昨年は自分と向き合うことのできた良い一年でした。
今年は忍耐力とチャレンジ精神を存分に発揮できたら
いいなと思っています。自分が定めた目標を達成する
ために、何事にも逆算して計画を立てていきます。
前向きで良い意見は取り入れ、柔軟に
道筋を見つけて行けたらいいなと思い

新年あけましておめでとうございます。
2020年は新型コロナで自粛！私たちの業務も通
常通りにはいかず、試行錯誤しながらの1年でし
た。2021年も新型コロナは無くならないとは思
いますが、カンボジア教育プロジェクトのニー
ズ調査を予定通りに実施し、
昨年できなかったことに思い
切り取り組みたいと思ってお
ります。本年もどうぞよろし
くお願いいたします。
河野菜津子

新年明けましておめでとうございます。
平素より本会の活動にご支援とご協力を賜り衷心より感謝申し上げます。
現下の新型コロナウイルス感染拡大は、派遣中の海外協力隊員全員が日本に帰国待機
となりました。1965年に派遣が始まり一人の隊員も開発途上国に存在しない情景は、
想像だにしませんでした。本会の2020年は新型コロナウイルスの前に一部事業が
消化不良に終わり、職員も在宅勤務を強いられました。この急激な環境の変化は
私達に何を問いかけ考えさせたのでしょうか？2021年が途上国を含め世界で新型
コロナを乗り越え、輝かしい年になりますよう祈念申し上げます。 会長弓場秋信

明けましておめでとうございます。COVID-19が世界中へ伝播し始めてから約1年が経
過しました。この1年間で私たちの社会生活は大きく様変わりしてきました。「ステ
イホーム」「ソーシャルディスタンス」「テレワーク」等、想像もしていなかった生
活様式が定着し、それに適応しながら日々の生活を営んでいます。これから始まる新
しい年も私たちの想像を超えた何かが起こる可能性は十分にあります。今後も社会環
境は常に変化していくということを前提にして、自分自身もそれに合わせて常に「進
化」するという生き方を目指したいと思います。私の今年のモットーは「Evolution
（進化）」です。どうぞよろしくお願いします。事務局長馬田英樹



（特活）九州海外協力協会 ☆会員募集中☆

当協会では、活動に御賛同いただける団体・個人の
皆様を募集しております。会員の方には四半期毎に
発行しております「九州海外協力協会だより（本紙）」
をお送りさせていただいているほか、当協会主催、共
催のイベント情報などをご案内しております。ご関心
のある方は、以下へお問い合わせ下さい！

発行 特定非営利活動法人 九州海外協力協会
〒812-0025 福岡市博多区店屋町4-8 蝶和ビル503
TEL: 092-710-5310 FAX: 092-710-5304
HP：http://www.npo-kyushu.or.jp/ E-mail：ngoqshuint@npo-kyushu.or.jp

インスタ的な

当協会のホーム
ページです！

講師派遣などの情報
が満載！どうぞご覧
ください。

#たまに
#見上げると
#いい写真が
#撮れるよ
#冬空
#超寒い
#マスクしてね
#体を大切にね
#あったかいの
#飲んでね
#stayhomeね
#筋トレもね

九州海外協力協会だより

【SDGs人材育成ファシリテーター養成講座～JICA九州開発教育指導者研修のご案内～】
2019年の秋に九州各県で実施しご好評頂きました「SDGs人材育成ファシリテーター養成講座」が、
2021年1月より開始いたします。
今回の研修は、開発教育を実施する上で必要な「ファシリテーションスキル」と「SDGsの考え方」に
フォーカスし、知識の習得から実践までがセットになった全３回のプログラムです！

「やさしい日本語」とは、難しい表現
を避けるなど、相手にとってわかりや
すいように配慮した日本語です。
あなたの近所に住んでいる外国の方と
のコミュニケーションにきっと役立つ
「やさしい日本語」をぜひ一緒に学び
ませんか？講座依頼受付中です！

【広川町国際交流協会グローバルお作法教室 講師派遣！】
11月15日（日）、広川町の「ゲストハウスorige」にて、「グローバルお作法教室」が
開催されました。これは、広川町で毎年実施されているグローバルな視点やマナーを
持った子どもたちを育てる取り組みです。今年は町内に住む外国人の方々と触れ合う

開発教育の手法を学びたい
SDGs時代に必要な教育や人材育成に生かせるスキルを身につけたい
児童や生徒、職員などの人材育成に「SDGsの考え方」を取り入れたい
ファシリテーションの基本を学びたい
同じような志の仲間とつながりたい

という方にピッタリな研修です。教員の方はもちろん、教育関係機関の方、
開発教育を実践したい大学生など、どなたでもご参加いただけます！
詳しい内容、申し込みについては以下のサイトをご確認ください。
https://kodai-koji.com/jicasdgs2020
（SDGs人材育成ファシリテーター養成講座） ２０１９年 研修の様子

機会をたくさん取り入れたこの教室。私たちはその心の準備を
するDAY1に講師として呼んでいただきました！少数派の気持ち
をリアルに感じることができるワークショップや、浦越職員に
よる「やさしい日本語オンライン講座（mini）」を実施すると、
子どもたちからは「外国人でなくても困っているかもしれない
人がいたら声をかけたい」「外国の人と話すときに日本語が使
えるなんて知らなかった！」との声が挙がりました。

オンライン講座もできます！

https://kodai-koji.com/jicasdgs2020
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